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中央審査会合格者　令和５年５月３日（京都府）： 居合道 範士　山﨑 明正　（下妻）

開会式 （霞ヶ浦文化体育館）

 與島 宏 講師

中央審査会合格者への証書（居合道六段）伝達

班別の演武 令和5年3月5日（京都府）： 鈴木 琴子 （取手）

居合道部未来検討会広報Gr

令和 5年 5月 26日（金）

居
合
道
五
段
以
上
講
習
会
　
五
月
七
日

（
日

）
　
土
浦
市

　
令
和
五
年
度
の
事
業
計
画
最
初
の
居
合

道
五
段
以
上
講
習
会
は

、
千
葉
県
か
ら
教

士
八
段
 

與
島
宏
先
生
を
講
師
に
お
迎
え

し

、
土
浦
市
霞
ヶ
浦
文
化
体
育
館
に
五
十

六
名
が
参
加
し
ま
し
た

。

　
八
段
五
名

、
七
段
十
九
名

、
六
段
十
五

名

、
五
段
十
七
名
で

、
七
月
の
六
段
・
七

段
受
審
予
定
者
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
し
ま

し
た

。

　
開
会
に
先
立
ち

、
三
月
の
居
合
道
中
央

審
査
会
の
六
段
合
格
者
一
名
に
平
野
政
弘

部
長
か
ら
証
書
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た

。

　
開
会
式
は
部
長
の
挨
拶
の
後

、
與
島
宏

講
師
の
挨
拶
が
続
き

、
取
手
支
部
千
葉
伸

樹
六
段
の
準
備
運
動
で
講
習
が
始
ま
り
ま

し
た

。

　
初
め
に
座
学
で
は
與
島
先
生
手
作
り
の

資
料

『
 

指
導
者
と
し
て
の
心
得

』
を

、

基
に

、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
絞
る
・
与
え
す

ぎ
な
い
・
ヒ
ン
ト
を
与
え
考
え
さ
せ
る

。
そ

し
て

、
名
プ
レ
イ
ヤ
ー
・
名
監
督
に
あ
ら
ず

等
に
つ
い
て
は
い
た
だ
い
た
資
料
を
再
読
お

願
い
し
ま
す

。

　
続
い
て
全
剣
連
居
合
実
技
講
習
で
は

、
一

本
目
か
ら
十
二
本
目
に
つ
い
て

、
参
加
者
二

人
組
ん
で
も
ら
い
交
代
で
演
武
し
互
い
に
コ

メ
ン
ト
し
合
い

、
一
人
が
順
に
移
動
し

、
そ

れ
ぞ
れ
の
技
に
つ
い
て

、
講
師
が
体
さ
ば

き
・
足
さ
ば
き
を
や

っ
て
見
せ
て

、
気
剣
体

一
致
の
重
要
性

、
陥
り
や
す
い
欠
点
に
つ
い

て
説
明
し

、
互
い
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る

訓
練
を
行
い
ま
し
た

。

　
最
後
は

、
五
段
か
ら
七
段
の
演
武
を
行
い

無
事
終
了
し
ま
し
た

。
 

今
回
も
感
染
対
策

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す

、
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す

。

居合道部だより
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 お知らせ

 令和5年4月 制定及び改定の規約規則について　　

 １、茨城県剣道連盟居合道部の称号審査申請について（通知） : 令和５年４月１4日施行　

審判実技講習 (わかぐり運動公園体育館)

試合錬成会

審判実施 試合錬成会

居
合
道
試
合
審
判
講
習
会
及
び
試
合
錬
成
会
　
五
月
二
十
一
日

（
日

）
　
か
す
み
が
う
ら
市

　
五
月
は

、
五
段
以
上
講
習
会
に
続
い
て

、

審
判
講
習
会
及
び
五
段
以
下
の
試
合
錬
成
会

を
行
い
ま
し
た

。
例
年
茨
城
県
居
合
道
大
会

の
前
に
居
合
道
六
段
以
上
を
対
象
に

、
審
判

技
術
の
維
持
向
上
を
目
的
に
行
う
も
の
で

、

コ
ロ
ナ
禍
で
県
外
・
県
内
共
に
試
合
が
行
わ

れ
な
い
中
に
お
い
て
は

、
重
要
な
講
習
会
で

し
た

。
か
す
み
が
う
ら
市
わ
か
ぐ
り
運
動
公

園
体
育
館
に
六
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た

。

　
審
判
は
八
段
二
名

、
七
段
二
十
一
名

、
六

段
二
十
名
で

、
錬
成
会
は
五
段
十
五
名

、
四

段
六
名

、
三
段
四
名
の
参
加
で
し
た

。

　
講
師
は

、
昨
年
の
伝
達
講
習
を
行
い
ま
し

た
平
野
政
弘
講
師

、
補
助
講
師
に
山
﨑
明

正

、
伊
藤
政
敏
が
担
当
し
ま
し
た

。

　
平
野
政
弘
部
長
の
挨
拶
の
後

、
鹿
行
支
部

橋
本
篤
志
六
段
の
準
備
運
動
で
講
習
が
始
ま

り
ま
し
た

。

　

　
初
め
に
山
﨑
講
師
は
昨
年
中
央
講
習
会
伝

達
の
全
剣
連
居
合
の

「
指
導
上
の
留
意
点

」

の
内
容
確
認
と
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た

。

　
続
い
て
伊
藤
講
師
は
今
年
二
月
の
演
武
大

会
の
選
考
委
員
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
公
開
し
た
審

査
規
則
の
着
眼
点
配
列
表
と
居
合
道
審
判
規

則
の
関
連
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た

。

　
次
に
平
野
講
師
の
審
判
法
は

、
令
和
四
年

度
の
全
日
本
居
合
道
大
会
審
判
要
領
を
基
に

説
明
を
し
ま
し
た

。

　
審
判
の
実
技
講
習
は

、
審
判
側
の
指
導
を

平
野

、
山
﨑

、
錬
成
会
側
の
指
導
を
伊
藤
で

実
施
し

、
コ
ロ
ナ
禍
で
審
判
を
経
験
し
て
い

な
か

っ
た
方
も
お
ら
れ
た
中

、
七
月
の
居
合

道
大
会
前
の
訓
練
の
目
的
は
充
分
達
成
さ
せ

る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
し
た

。

　
五
段
以
下
の
錬
成
会
に
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
の
ご
協
力
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。


